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す
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ょ
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れ
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範
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^
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ア
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濟
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濟
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/
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濟
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，濟
的
犧
牲
を
拂
ば
な
け
水
ば
な
ら
.

ぬ
。

ノ
へ

_

孰
外
^

光
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濟
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岩
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濟
於
髮
底
侬
さ
を
ば
：>

國
民
生
活
：
.

•の
經
濟
面
の
繁
榮
，は
齎
ら
さ
れ
て
も
、
齓
防
面
•
は
跪
弱
と
な
る
し
、’
又
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濟
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濟
と
ア
ケ
ダ
ル
キ
一
と
は
共
に
否
.
定
さ
队
る
と
同
時
忙
肯
定
さ
れ
、
即
ち
也
揚
さ
れ 

な
け
ル
ば
な
ら
ぬ
。
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濟
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濟
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菽
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濟
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；^

聰

於

爱

_

に
：靈

时

に

分

業

金

行

B

-',
'
-

廣

聲

濟

ぬ.
奮

實

諸

國

家^

^

 

そ

祚

と

同：. 

睜

^

%

の
が* -
:
'的

分

業

の

鐵. 1
:

^

咚
::
'
;
'國
民
藤
濟
^

:「

v

の_

立
_

亂
を
.
？
：
そ1 >

孓
匕
嫌
ば
：偏
.

のW

.」

“

濟
_

1

.

.

#へ̂

驟

せ
1

;.
:
>
;亂

輕

f

..

.

-

、
.
. 

.
 

- i
 

-
 

'

.

-
 

- 

- 

.

.

. 

- ン
■ 

-
.
 

- 

■
, 
.
 

- 

-

.
■
 

-
■
 

:
-

■
.

.

-
 

....

1-

-

-

.

-

.

-.

-

• 

-
-

:

さ
ん

と-す

る
。

；

-V

,

 

-
■

丨

進
力
、
即
ち
根
據
は
佝
か
。
を
れ
は
軍
奢
力
を
背
景
と
す
’

る
政
治
勢
力
で
あ
る
メ
曾
つ
て
の
自
由
世
界
經
濟
は
實
は
i

界
の
海
屏
を
支 

_

配

す

各

聲

載

免

景

表
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英
勘
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政
■

勢
胁
_

縱
盤
^

似

て

築

で
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ゐ
矜
の̂
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’潇
ら
し
て
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9

た
の
で
あ
る
。
然
し
海
洋
を
吏
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配
し
得
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政
治
勢
力
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持
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^

國
々
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つ
て
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由
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界
經
濟
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そ
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國
民
生
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面
た
る
經
濟
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，繁
榮
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齎
ら
し
た
に
し
て
も
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の
國
防
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危
殆
に
陷
れ
た
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で
あ
る
。
そ
れ
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斯
か
る
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治
勢
力
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た
ざ
る
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に
於
て
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由
’
雅
界
經
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代
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於
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ゥ
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ル
キ
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化
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の
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力
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ら
れ
た
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あ
る
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皆
か
世
界
經
濟
か
ら
僩
^
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國
民
經
濟
の
ア
ウ
タ
ル
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化
へ
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轉
換
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强
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現
れ
始
め
た
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前
大
戰：
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契
機
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あ
る
。
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經
濟
封
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濟
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濟
一
の
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
化
を
W

び 

伲
迆
し
、
：
- #

に

，世

界

恐

：慌

_

に
::
^

名
所
謂
^

界
經
濟
の
；崩
瓌
は
各
國
を
;U
.

V

'

K

:ウ
：タ
が 

'

る0
1

1

丸
年
め
■
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双
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濟
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友
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濟
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濟
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又
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實
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據
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概
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國
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ぬ
金
傭
^

掘
條
經
濟
@
從

做
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

•■何
と
：な
.れ
ば
、
全
體
と
じ

.て
の
國
防
經
濟
吖
强
化
を
获
準
と
し
て
分
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が
計
畫
さ
れ
る
結
果
、
個
々
の
國
民

■
細
^:
夫
霧
办
國
歓
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へ

顏

か

影

廳

菊

棒
®

響
讓
與
劁
策
ら
れ
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.

せ
ざ
る
を
得
を
い
か
ら
で
あ
る
、。
例
：へ
ば
勞
働
の
.

集
約
妳
な
、
資
本
'

の
粗
放
的
な
席
業
は
、
こ
れ
を
人
口
が
調
密
で
は
あ
る
が
資
本
の 

•

比
較
的
少
ぐ
、
從
っ
て
賃
銀
の
安
い
國
に
無
條
件
に
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中
す
る
し
.

、
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方
勞
働
の
粗
放
的
な
ハ
資
本
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約
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な
強
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.
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.
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融
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濟
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濟
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濟
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o

從
ク
て
獨# '

の
-主

權

：を

持
° 6
:

'
>

7而
も
.そ
め
政
治
勢
ヵ
：が
對
等
^

^

ギ
以
断
舡
於"て
廣
域
經
濟
：の
成
立1-
.る
こ
ー
と
ば 

.頗

.る
困
»

で
#

る
”

寧
^

由
^

は
獨
：立
し.て
^

#
妒
2

經

濟

：の
：成

贫

は

.
可

能

で

あ-る
'0
,
'
:.レ
':.■ 
一..
-

. 

:
:■
;
•
:■:
:

•

人
..：ノ;

'

: 

¥
 

へ-:;:
'

.-

.

ハ
べ
::
::
.
.
'
'
'
:

-

■:
/

'

,

'

' 

- 

ノ
■
.

- 

,

. 

• 

/
 

.

.

.

.

. 

.

.■

.

.

:
 

.

.

.

.
' 

V

:
 

• 

• 

V 

'
' 

;

:

'こ

の

場

合

繁

養

め

優

幾

せ

る

指
■

國
歲
起
然
ち
ざ
名..被
.描
導
國
®

が
夫
：々_

耱

濟
.の
：耩
成̂

上
^

は
東
多
て
相
互
補
足
的
尨
^

の
せ
'あ
：る
か
、.ぞ
：作̂

も
矛
屁
對
立^ ,
る
釔
0
で̂
:
;

备
が
-.

0
'

:

。

。

,

レ

 

.'

'
政
治
勢
カ
め
優
盤
せ
衣
指
鐵
國
象
ば
フ
普

^
 

, 

.分
::
|
|を
決
定
.す
#

0.;̂
如
ら
と
考
つ,
て
餅
%

洛
指
導
國
家.の
態
度
：に|ゐ
り
被
指̂

常

だ
; 1

另
ふ'
ネ

と

は

出

來

，な
：い

？

寧

^

: &

由
世
界
經
臂
個

^ ,

の
國
滅
霞
濟
^

.

る
經
濟
的
利
益
を
被
指
導
風
家
は
受
け
る
か
ら
で
'
‘あ
.
る
。
ど
れ
を
種
々
の
場
合

M

て
.檢
时
ず
れ
ば
、.
.
.第
.
ー
に
5

§
導

國

家

が

人

ロ

稠

密

-.
.
. 

:

で

而

か■

滿
度
：1

藥
國
種
ぁ
滿
*

方
被
抵
齋
: ^
-

象
ぼ
太
讲
.
此
勤
的
^

稀
薄
で
氣
_

:

© -
&

ー
至
.

業
國
'

^

 

.相
互
I

 

'C
D

經
濟
的
利
齊
關
係
は
補
足
的
で
あ
る
。
斯
か
る
場
合
に
は
、
被
指
導
國
家
の
工
業
は
■

ょ
り
が
度
化
さ
れ
、
エ
業
製
品
の
大
囊
生
產
が
.. 

1

曆
行
は
れ
、.
乙
.

れ
は
更
に
指
導
國
家
の
_

エ
業
を
し
て
資
本
士
勞
働
の
ょ
り
集
約
的
^

非
常
に
高
度
の
段
階
へ
と
發
展
さ
せ
る
。
こ
れ

. 

■

廣
減
猶
濟
全

^

の
生
^

^

;.
»

:

の；：引
^

が
舊
1 >

く
.

行
は
ル
$

 

單
に 

ー
—

導

顏

家
-:
^

必
; ^

_

::
»

}

^

製
«

に
翁
す
名
_

1

1

;

!、
の.

|§
:

要
を
充
：す
の
み
な
ら
ず
、
更
に
該
製
品
發
す
る
指
導
國
家
の
需
要
を
充 

.
廣
域
赵
濟
の
.

動
麓
擧
.

' 

'

<

•

£

五

C
1

三
七
三)



4
ノ

.

嫌
域
转
濟
s

瞿

. 

.
' 

.
 

'

 

.

五

穴
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，

す
と
共
に
、
：他
方
指
導
國
家
は
自
已
の
エ
| |
-

| :
'

ょ
り
高
度
.の
勞
働
と
ょ
り
長
い
迕
囘
生
齋
方
法
を
必
敷
と
す
る
エ
業
部
門
へ
轉
換
せ
し 

-
め
.

得
る
。
斩
か
石
エ
業
氣
品
に
對
し
そ
は
、
國
内
需
要
が
增
加
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
更
哀
被
指
導
姻
家
に
於
て
^
そ
の
需
要
が
增
加

め
る
に
至
り
、
又
そ
れ
に
相
應
し
て
購
買
力
の
增
加
が
約
来
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
，こ
の
場
合
に
は
、.ハ
そ
.
の

構

成

員

た

る

小

國 

は

列

へ

ば

大

衆

に

對

し

，一
定
の
繊
維

"

皮

革

、

木

材

、
鐵

、
金

屬

，
機

械

等

を

比

較

的

低

廉

な

價

格

で

供

給

し

得

る

し

.-
'

他

方

指

導

國 

5
象

め

：：
H

«

ば

貧

の

畫

北

：ざ
.热

龙

馨

轂

品1薩

氣

器

具.:
:
'

機

械̂

複

雜
- ^

裝

置
：.
^

.:
:

-

の

他

高

響

疰

產

手

段
^

®

鮮

に
$

:1

>
得

暮::
0

:

勿

論

こ.
- £
-

:

^

的

歐

册

：は

資

源
'

め
；分

り
多
少
の
例
外
は
起
り
得
.
る
の
で
あ
る
。
 

, 

- 

,

’

:

ベ
？
^

記
：B

「

般
的
.

原
則
ば
：

H
:

■

の̂

&

ら
:^
;
げ
裒

.

國
家
は
極
く
集
約
的
な
農
業
の
み
を
行
ひ
、
他
の
’

農
產
物
は
こ
れ
を
輸
入
に
仰
ぎ
得
る
。
他
方
人
口
は
比
較
的
_
密
で
，な
く
、
工
業
化

.
.
.

•八
：
.
.
• 

- 

.■*
-
 

- 

•
:
.*
/
:
ゾ 

•
: 

• 

•
-
.
.
.
. 

. 

- •

■

の

程

度

も

低

；い

被

指

導

■

家
が
農
業
增
產
に
努
力
す
：等̂

、
：

：
.雨
國
間
^

何

等

矛

盾

ゆ

®

ら
な

い 

齑
物
輸
人
が
保
證
さ
れ
る
ば
如
り
で
^

く
、
同
時
，に
被
指
導
國
家
の
國
民
の
.
.坐
活
水
準
の
31
上
，ノ

購

買

カ

の

墦

加

が

，齎

ら

さ

.

れ
る
。
そ
. 

•

れ
^

書

ょ

认
»

の*

ぃ
薷
要
釔
'
前
提
古
す
本
指
導
國
*

の
8

:

業
製
晶
は
附
加
的
念
聰
外
市
場
奄
見
出
し
#

^

:

赛
.
ー

に

廣

域

經

濟

ゆ

覆

員

た

各

指

導

國

家

ぃ

も

霧

導

國

家

も

典

杧

+
そ
の
^

ロ
の̂

度
、.
'

エ

. «

朮
の
■

、

集
約
度
が
等
し
，
 

■.
v>
:

壌

合

於

考

ベ
'

ち
れ
^

ン
斯
知
务
場
合
ゆ
第
：

T

 

合

:■■

.
暴

を

：有
利
と
す
る
。
氣
.

へ
地
味
、
地
卞
資
源
が
非
常
に
異
な
る
な
ら
ば
、
廣
域
經
濟
内
の
分
業
は
痛
3 :

に
：と
：々
て
#

利
で
あ
る
。

.

又
だ
と
.
.：へ/斯
か
る
差
異
が
存
さ
な
い
に
し
て
も
、
贫
ほ
«

域
經
»

の
|

|

成
ぼ
_

敗
世
界
經
濟
及
び
；.
1

:民

經

濟

の

ァ

ウ

ク

ル

キ

ー

牝

に

較

:べ
て
有
利
：で
あ
：る
タ
何
と
:«

れ
ば
，

置

世

界

經

濟

：の

場

合

に

は

相

塞

間

に

馨

：な
硤
廣
的
競
：爭
が
行
は 

化e

嶺

合

に
.は
共
.に

^ '
の
：敗
產.力
低
卞
を
來
汔
す
か^

で
各
：蚤o
i
"寧
ろ
£

的
於 

指
導
國
蒙
に
對
しi

り
.急
_

灰
エ
；業
の
高
度
化、.農

業
0
集
約
化
を
諷
奴
％
镍
合
め
.方
會
、
却

っ

そ

被

指

嚓 

證
さ
れ
る
。 

' 

,

.
:

.

’ 

.

ヒ
更
に
第
一
ー

.
1
'の
場
合
と
1 >

て
、
.

撤
導
國
家
よ
り
も
被
指
.
導
國
家
0

方
が
寧
：ろ
よ
り
* '

度

：
：の

經 

べ
：ら
れ
を
0

' ^
'

め
« :

合
榴
緣
國
家
办
侧
か
；ら
す
：れ
ば
卜
%

が
被
指
齋
鼠
» ,
( 0
:

經
濟
的
優
位
性
を
.
長
< -

認̂

'

と
は
‘

、，'© -

己
.

否

定

を

意

味

す

；る
!.
<
>
/
:何
と
な
.

れ
«

!'
:
>
'茧

％
斯
洳
る
；經
濟
的
種
性
は
指
導
國
家
：の
_

芽
を
含
ん
で
‘ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
指
導
國
家
が
そ
の
政
澈
勢
力
の
優
位
性
を
永
く
保
持
す
る
爲
に
は
、
出
來
る
だ
け
速
か
に
被 

指
镎
國
家
の
經
濟
的
優
位
に
追
ひ
っ
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
‘
場
合
に
も
な
ほ
被
指
導
國
家
は
廣
域
經
濟
に
編
入
す
る
を
有
利
と
す
' 

名
と
と
が
あ
る
.0

何
と
.な
れ
ば
、
A'
ロ 
■

密
に
し
、て
高
度
に
江
業
化
さ
れ
..て
れ
る
國
が
、
到
底
自
由
佌
界
經
濟
下
に
趄
る
周
期
的
恐
慌 

及
'び
極
踹
改
國
嚴
齋
濟
0
:ア

ダ

ダ

：ル#
1:
'

牝
か

：ち

突

け

る

籽

擊

'に

堪

夯

得

ぢ

れ

尨

ー
^
^

さ
れ
る
方
が
、
却
っ
て
比
較
的
有
利
な
生
活
條
件
が
與
へ
ら
れ
る
。

、

孰
れ
の
場
合
に
せ
よ
、
指
镎
國
家
は
そ
の
通
貨
が
廣
域
經
濟
全
體
の
通
貨
と
な
る
な
ら
ば
.
-、
多
大
の
利
益
を
得
る
。
例
べ
は
圓
ブ
tf 

ッ
ク
、
馬
克
ブ
.
ロ
ッ
ク
.

、'
勝
ブ
ロ
ッ
，ク
、，弗
ブ
ロ
ッ
ク
に
み
る
如
く
、
こ
れ
に
よ
つ
て
指
镡
國
家
の
像
用
組
織
が
支
配
的
，地
位
を
占
め

‘ 

.

る
。
.‘

そ
れ
.

は
支
拂
、
齊
本
取
引
か
ら
.

更
に
そ
の
他
.

の
取
引
關
係
に
及
.

び
、•
と
れ
に
よ
っ
て
廣
域
經
濟
.
に
於
け
る
®

^

國
家
の
地
位

5 :
-
凡 

ゆ
る
點
ぼ
於

-

て
强
闽
な
ら
し
め
名
。

M

に
こ
の
傭
貨
ブ
口
ツ
ク
の

.

装
礎
の
上
忙
.

立
っ
多
角
的
淸
葬
_
制

度

‘
の

利

益

は

自

由

金

本

位

制

乃

至 

.

從
來
の
爲
替
管
理
制
よ
り
も
遙
か
に
大
で
あ
，る
.

こ
と
は
.

勿
論
で
あ
る
。 

’

.

に

:

へ.

:■■.
.
. 

■ -■ 

■ 

■ 

V
. 

■ 

.

r

.

.

、：'
.

.

ベ
'

.

''.
:
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 ̂

• 

*
; 

'■ 

- 

.

. 

- 

.

.

.

.

.

.

. 

<

廣
域
經
濟
の
'動
應
學 
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七
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.

廣
域
經
濟
の
励
態
學
：

. 

.

、

. 

五
八
.
：'
C

1
H

七
六
>

/

.
- 

:

- 

:
\ 

-
t
- 

■ 

-

、
i
- 

: 

■ 

- 

- 

, 

- 

.....

'

へ'
叔
上
述
¥

轉
麂
域
經
濟
權
成
#

の

盎

夕

の

典

遡

的

敖

賴

五

關

係

$

^

''
.
.
:
:
'
第

ビ

 

： 

し
て
ゐ
略
場
合
が
、
最
も
被
指
導
國
家
に
と
つ
て
有
利
で
あ
る
。
然
し
孰
れ
の
場
合
に
し
て
も
、
大
國
乾
る
指
導
國
家
ょ
り
も
小
國
た
'■
• 

，
る
.
被
指
.
繅
國
«

が
廣
鍊
經
濟
0

線
成
^

1

歷
必
_

と
：
ず

：る

。
、
：
：何

お

な

れ

W

、

—

六

能
で
あ

り

、逆
に
."小
國
で
あ
れ
ば
あ
る
程
自

給

自

足

は不
可
能
で
あ
り
、
外

掘

質

易:(
0

細
持
を
絕
對
£

必
宴
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
然

.

し
自
由
世
界
經
濟
機
權
の
.
卞
に
小
國
が
外
國
質
易
を
維
持
す
る
镍
合
.
：に
較
べ
.

'

1

經

濟

の

下

ば

隣

接

ず

：る

大

國

と

：，の

間

贮

計

畫

的

分

：

.

• 

• 

•
•
•
-
•
. 

' 

.

.

.

. 

. 

• 

• 

•
. 

-
• 

• 

...

»

を
行
：ふ
場
合
の
方
が
遙
.

か
.

，に
有
利
.
で
あ
る
？̂

M

に
世
界
市 

場
に
於
け
る
薷
要
( 0
.

不
安
定
<

か
ら
來
る
危
險
：を
避
け
得
ら
れ
る
.

か
ら
.
で
| >

る

タ
'>
;

、

.
1'
;
.
.と

& '

を

セ

腠

域

經

濟

；の

_

成
は
そ
の
構
成
員
相
耳
の
艇
濟
的
利
益
：の
み
を
栢
指
^

^

の
で
は
'

な
い
。
旣
尤
前
節
で
述
べ
た
如
く
*
そ 

れ
ぼ
自
曲
世
界
經
濟
と
國
民
紘
濟
の
ア
：ヴ
タ
ル
；̂
;

化

忙

規

ば

：れ

(

る
國
民
生
活
の
：1
.

面
.

へ
の
：固
執
を
ば
也
傲
し
’

マ
衡
时
發
展
を
ぱ
：指
す
.

の
で「

あ
る
o 

S

の
一
面
.
乃
至
镯
防
のJ

:

:

爾
：へ
固
執
す
ざ
の
で
は
な
く
、
經

濟
.:
'

i

'

 

:文
化〜

社
會
價
値
等
凡 

‘

.る
國
度
生
活
：の
茴
'

の
有
機
的
發
臉
を
目
指
す
.

の
で
ざ
る
。1
だ
 ̂

國
家
と
歸
指
歡
國
家
と
セ
は
そ
办
種
六
な
價
値
の
均
衡
に
於
け
る
宴
猶
ね
&
き
方
が
異

も
®

^

の® :
'
iA
;

;5
:
置
く
の
は̂

^
強
化
.に
あ
る
o 

0
ち
廣
域
輥
濟
め
訪
畫
的
分
業
に
-'

0:

^

0
1
506
'
.國
防
カ
の
物
的
*

礎
が
强
化
さ
れ
る 

.點
に
氣
％
債«
|:
'

置
.く
の
で
あ
る
。
こ
'の
莪
礎
の
本
に
國
防
カ
が
强
'化
さ
^

て
.こ
ぞ
、.政
治
勢
カ
ぼ
維
持
、
：
：
强
化
さ
れ

>
.そ
'の
政
治
勢. 

へ
カ
ー
に
：ょ
つ
で
ー
廣
緣
經
濟
の
構
成
竝
び
に
存

« :
-

が
還
と
な
る
0
'

:

; f
 

.

.

.

.

'■
,

r

L
 

•:
'

他
方
被
指
镎
國
家
ば
政
治
勢
カ
ー
の
ィ

1マ
シ
ず
テ
ィ
、ヴ
を
指
導
國
家
贮
委
ね
る
以
上

4

¥

魔
値
の
增
殖
に

'

重
點
を
置
ぐ
。
，從
っ
て
被
指
導
國
家
は
廣
域
經
濟
鞲
成
め
_

點

が

常

に

.指

導

國

家

-.
(
0
'國
防
強
化
杧
.の
み
置
か
れ
る
，

S

.

A

Tに
滿
足
し
な
い
;0
:
寧

ろ

廣

域

經

濟

！

|

成
の
：
出

發.點
に
於
.
て
社
指
導
國
家
の
國
防
强
化
に
重
點
を
置
< -

こ
: ^

を
不
可
避
.と
認
る
も
、
バ 

.

や
が
て
均
衡
：の
童
點
が
次
第
忙
女
化
、'
社
會
債
値
.
に
終
さ
'
れ
る
と
：と
を
欲
す
る
0 
.そ
.
れ
故
廣
域
M

が
目
指
す
國
民
纸
活
全
體
め
價
馗 

均
衡
は
^

そ
，の
11
點

を

國

防

か

ら

文

：化

、

.
：
：
社

會

債

値

r

と
移
さ
ざ
る
^

得
取
い「

の
'
で
：
ぁ

：
る
;0
' %

じ

；
て

こ

れ
.
が

將

來

に

：於

け

.る
廣
域
經
濟
.

. •
,

斯
く
の
如
く
; '

廣
域
經
濟
は
國
民
生
活
の
凡
ゆ
る
價
値
の：

均
衡
的
發
展
を
！

m

指
す
：も
‘

の

で

ぁ

か

、

而

も
.

そ
の
發
展
は
*
湖
揩
鴒
國
家 

•

の
：國

防

價

値

釔

取

心

と

：し

、
、次
第
に
；被

指

導

國

象

の

女

化

>

_

會
徵
値
に
中
心
.

が
轸
き
れ
る
^

の
'

で
あ
.

る
9

然 

避

：に
ち
の
.

動
態
は
、
如
卿
な
る
經
濟
.
秩
序
を
.

基
盤
と
す
る
場
合
に
露
に
*

現
さ
れ
璧
か
？
資
本
主
義
か
，
共
®

主
a

か
、
^
體
主
義 

か

の

：孰̂

V

基
盤
土
す
可
き
-

か

。
ぐ

.

.
、
：
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冗
達
本
书
義
は
唯
_

論
的
商
念
ど
個
人
至
義
的
な
利
潤
逍
：求
欲
に
茺
酤
さ
4

^

ゐ
：る
0

姘
か
る
特
徴
は
資
本
主
義
的
廣
域
經
濟
の 

指
導
國
家
€

德
度
に
明
瞭
に
現
は
^

9

來
る
。-:
'

即
ち
資
私
主
義
的
揩
導
國
家
ば
小
國
と
廣
域
經
濟
：を
.

_

此
す
_

る
場
合
ブ
ぞ
れ
が
あ
最
大
. 

の
利
饊
を
樣
ん
友
す
る
々
■.

被
指
讓
國
家
と
の
通
藤
に
於
て
.
最
大
私
利
潤
を
得
る
爲
に
は

:'
;

、比
較
生
產
贤
說
t

e

從
ひ
、
ハ
自
國
の
坐
靡
費
が
：

. 

> 

. 

. 

V 

• 

. 

•
'
' 

. 
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-

谓
導
國
家
の
.
そ
t

l

遙

，

にI

I

I

を
要
.

る
0:
1

^

か
に
髙
ぃ
.

點
に
引
.

上

げ

ん

と

'す

る

^

，
.

逆

收

被

指

導

國

家

「

の
：經

の
.

開

き

を

大

方

ら

：し

め

ん

と

ず

る

.
0
‘

そ

し

そ.
と

吖

.開

き

妒

保

た

れ

ん

範

圍

杓

で

被

指

,
‘x

資

本

主

義

的

廣

域

經

濟

：に
：於

：て

ゆ

依

然

4

じ
，て.綦
氣
變
動
が
存
續
す
る
1 .
>

'

資
本
起
義
的
棗
氣
政
策
：は
良
國
民
め
利
潤
確
保
を
目
’ 

指
す
：以
上 
>

、萬
ニ
：廣

讓

：濟

内

^

於
：け

る

貧

本

其

翁

の

生

產

要

素

0

酤
歡
攸
»

つ
て
指
薄
さ
れ
、
：そ
の̂

被
指
導
國
家
に
轉
嫁
せ
ん
と
す
る
。
從
つ
て
そ
の
存
立
、
發
展
が
全
く
廣
域
經
濟
に
依
據
す
る
農
業
及
び
工
業
部
門
は
成
可
く
被
指
導

.
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國
家
^

'

に
發
達
さ
せ
ょ
ぅ
士
す
.

る
し
、
他
方
指
導
调
家
自
身
ば
依
然
と
し
て
‘

自
給i

n

足
的
國
民
經
濟
の
原
則
を
固
執
せ
ん
と
す
る
。
そ
'
, 

.

の
結
果
赕
指
導
國
家
の
生
齑
は
ー
稹
乃
至
，極
く
少
數
のf

殊
產
業
に
限
定
'

さ
れ
る
し
、
他
方
資
本
主
義
i

導
國
家
は
出
来
る
だ
け
各
.

:

種

儀

釔
■

■

響

著

.

成

傷

_

_

_

■

■

廣

囉

暴
■

立

敲

：凝

^

更
.
に
資
本
主
_

的

廣

域

緻

濟

は

：、

‘

被
指
導
國
家
の
，次
化
、
社
會
價
値
へ
と
次k

に
重
點
が
移
さ
れ
る
如
き
眞
の
廣
域
經
濟
の
動
態
を 

示
さ
.
な
い
、' 0
匕
の
.

こ
と
.
は
太
英
帝
國
の
成
立
と
そ
ひ
，發
展
過
程
、と
が
こ
れ
を
如
實
に
物
語
つ
.

て
ゐ
る
。
英
味i

は
自
己
の
商
業
的
利
潤 

.

を

最

太

灰

ら

览

め

各

像

^

⑶
暴

ザ

襄
^ -

の

出

垮

ね

勞

働

变

搾

取

も

た

,'
?

^

^

低
^

水

準

：に

置
.< -

匕
：
.

と

が

必

敷

龙

：ぁ

々

だ

。
ー
福
叹

*

寶

產
_

的

廣

域

經

濟

に

；聆
て

の

增

殖

に

重

點
.
が
移
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

•

勿
論
最
近
に
於
て
英
本
國
は
植
民
地
.

の
賃
銀
を
引
上
げ
、
購
貢
カ
を
增
加
ざ
せ
、
こ
れ
に 

ょ
つ
、て
本
國
の
過
剩
生
康
物
の
販
路
^

作
り
出
さ
ん
と
し
た
。
そ
し
て
資
本
主
義
的
帝
國
主
義
を
徐
々
に
緩
和
し
.

て
行
0 .

た
結
泉
、
專 

ら
本
國
の
搾
取
の
對
象
で
あ
つ
，た
植
民
地
は
次
第
に
自
治
領
へ
と
引
上
'
げ
ら
れ
て
行
つ
た
。
然
し
そ
れ
等
良
治
領
は
依
然
と
し
て
事
實 

.

上
の
貢
納
者
‘

に
と
ど
ま
る
，の
で
あ
る

。
\
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:•

☆
が
<'

廣
本
主
氣
盼
廣
域
經
濟
比
指
翁
鲁
0:

刹
益
.
の」
へ
齒
：£
固
執
'̂
;
:

る
叉
^

れ
.に
艮
'1
>

共
產
主
義
的
廣
域
經
濟
は
^

^

:

1# ;

抝

固

執

す

る

。
；
そ

：の

結

果

同

樣

杧

眞

の

：魯

經

濟

を

實

雅

1 ,
:

锝

く
.

以

上
/:
'5

m

の
廣
域
經
乾
に
；於
げ

る

，被

指

導

國

家

：

0

:

她
& -

も
自
ら
明
ら
か
で
&

石
。

服

ち

平

等

の

摩

則

に

從

.っ
次 

_

寒
攸
そ
<0
_

榴

導

顿

鐵

の

王
.

業
北
及
び
5

^

の
巢
舊
を
同
，.ブ
程
度
：に
51
土

な

ぉ

ず

ネ

。

-

例

；べ
ば 

:

^

於
て
'

も
#

つ
七
.

の
資#

茧
義
的
：帝
齔
時
代
魟
此
«

に
：な
.

ら
ぬ
程
急
^

'

等化
：：

の

努

力

は

却

づ

V

各

持

族̂

|

辟

經

辦

の

特

徵

を

殺

す

と

；
と

ぱ

な

り

、
麂

域

經

濟

權

^

^

相

5:
'

:

間
の
有
機
的
結
合
を
弱
め
る
こ
.

'

.

匕
a

等
！1

つ
0

.

氣
或
經
濟
の
.
矛
厝
: |
:

止
：揚

す

る
% -

の
匕
^

签
¥

主
義
的
廣
域
經
稱
セ
>

^

_

成
莨
め
國
民
的
、：：民
歧̂

特
徵
1

殺
さ
ナ
，.
.
氛

石

匕

れ

を

^

<

坐

か

さ

ん

と
す
る
b

，
元

來

我

國

乃

至
.
獨
' #

の
：廣

域

經

濟
1 +

畫
：に
於
て 

ぼ
，
有
機
的
^

結
合
1 >
.

た
協
同
體
と
袞
^ '

觀
念
好
强
.

調
さ
れ
て
ゐ
る
”

即
ち
人
體
と
茇
ふ
有
#

體
垒
體
が
成
長
ず
る
：に
：は
夕
そ

 

成
す
る
部
分
的
全
體
と
し
て
の
體
內
諸
器
t

が
夫

々
そ
の
職
能
ゆp

じ
.て
機
能
す
る
こ
と
が
必
要
t

あ
る̂

<

''
'

■
'

全
體
主
義
的
廣
域
經
.
. 

»

の
指
導
_

家
は
そ
の
»

成
員
た
名
被
按
導
國
家
の
國
民
經
濟
的
特
徵
を
强

:.
<

生
か
し
、-'
.
'
.以
.

つ
そ
_

5:
-
.
^

經

濟 

」

文

牝
'
:|
1
:會

價
« .

の
，均

襯

的

發

展

鉍

齎

策

會

ん

と

*

る
1

第
1
1に 

：

被
指
導
歷
の
文
、
 

化
及
振
_

會
僧
値
の
別
^

を
童
視
す
る
。"
元

來

賓

本

主

義

的

猶

濟

放

序

が

贬

子

,«
的
::
-
'
_

猶

論

的

顧

參

に

支

配

名

杈

て

ゐ

名

^ >
:*

反

對

：
：

■

に
、.
％

!!
:

苗
_

的
經
濟
秧
序
杧
於
て
ば
民
族
的
觀
念
が
强
調
さ
れ
る
：-°
^

の
、揭
«

的
觀
#

ぼ
：そ
_

据
^

の

文

牝

ス

び

社

會

が

精

S

的
價 

植
免
重
視
ず
る
^

^

夕

て

全

體

主
^

亂
廣
域
經
濟
杞
於
弋
は
ハ
常
に
栺
導
國
家
は
被
鴻
導
國
家
の
戈
化
龙
取
社
畲
^

げ
ん
と
努
力
す
る
し
、

l

i

愚
力
が
な
さ
れ
て

I

、

:
あ
'
る
:0
參

な

指

導

國

家

が

自

：已
：
の

政

治

勞

：わ

對

し

被

指

導

掘

家

か

'ら

信

賴

を

贏

得

る

場

合

に 

な
發
展
が
可
能
な
の
で
.
あ
る
。

•
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'

■今

や

自

書

世

界

參

か

ら

國

思

經

濟

^

^
_
來
ル̂

1

化
を
逋
_

吖

蒙
,

0

へ:0

;
發
展

そ
‘

の
流
れ
に
於
て
歷
史
の
必
然
と
し
允
正
に
自
己
の
實
親
を
貫
徹
す
る
も
の
は
全
體
主
#

的

廣

域

經

濟

で

ぁ

、る
。
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